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1 区内コンビニエンスストアへの 

ＡＥＤ設置 

2 感震ブレーカー等の無料配付 ★ 

3 空き家対策のさらなる推進 

4 あらかわエコジュニアクラブの創設 ★ 

5 集合住宅向け省エネ化促進事業の拡充 

6 不燃ごみの全量を選別・資源化 

7 在宅高齢者に対する生活支援体制の推進 

8 銭湯を活用した生活支援 ★ 

9 聴覚障がい者に対する 

コミュニケーション支援の充実 ★ 

10 産後ケア事業の拡充 

11 区立児童相談所設置に向けた 

取り組みの推進 

12 待機児童解消に向けた保育定員の 

さらなる拡大 
 

 

13 魅力と輝きを増す荒川遊園リニューアル 

14 学校体育館における空調設備の設置 ★

15 タブレット端末を活用した 

多言語対応 ★ 

16 区内での創業支援の強化 ★ 

17 区内中小企業の人材確保・ 

定着支援の充実 

18 太田道灌を活用した区の魅力発信 ★ 

19 あらかわバラの市１０周年 

20 「俳句のまち あらかわ」 

推進プロジェクト 

21 オリンピック・パラリンピックに 

向けた気運の醸成 

22 荒川総合スポーツセンター 

リニューアル ★ 

23 「読書のまち あらかわ」の推進 ★ 

★：新規事業 

ゆいの森あらかわ(平成 29 年 3 月 26 日オープン) 
 

～区民の皆様に愛されて、入館者６０万人を 

突破しました！～ 
 

【ゆいの森ホール】 【ゆいの森あらかわ（外観）】 

 
○さらに魅力ある施設を目指して、施設の大規模改修に着手します！ 

（荒川総合スポーツセンター・荒川遊園） 

○多言語対応タブレット端末で、外国人や聴覚障がい者の、日常生活を

支援します！ 

○本があふれる、笑顔があふれる「読書のまち あらかわ」をめざし、 

「読書に親しみ、学びながら交流できる図書館」を作ります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 荒川区当初予算(案)     

く ら し の 安 ら ぎ と 
夢 を 育 む 予 算 

 

荒川区長 

特別区長会会長 

西 川 太一郎 

平成 30年度当初予算は、世界に先駆けて「超長寿社会」

を迎える我が国において、誰もが自分の明日に夢と希望を

持ち、可能性にチャレンジできる地域社会の実現を目指す

ものです。 

区民の皆様にとって、生活の基礎となる健康・福祉や安

全・安心分野の充実のみならず、地域コミュニティの強化、

さらには充実した人生を送るために欠かせない芸術・文

化・スポーツ環境の整備等に努めた積極予算です。 

 
 

 

 
 

９９５億円 
（前年度との比較 ４４億円、４．６％増） 
【主な増要因】〇荒川総合スポーツセンターや荒川遊園の大規模改修の実施 

〇私立認可保育園の開設等に伴う運営費の増 等 

一般会計の予算規模 当初予算では、
過去最大の規模
となります。 



                                                 

く ら し の 安 ら ぎ と 夢 を 育 む 予 算 

【荒
川
遊
園
】 

●安全安心・ 

街づくり・環境 

○身近な場所にある！いつでもすぐに使える！ 

～新たに、区内コンビニエンスストアにも 

「ＡＥＤ」を設置します。 

○地震の後の火災を防ぐ！ 

～高齢者世帯等に「感震ブレーカー」と 

 「自動点灯ライト」を無料で配付します。 

○「空き家」を資産に変える！ 

～これまでの対策に加えて、「空き家バンク」で、 

利用可能な空き家の流通・活用を促進します。 

○エコって楽しい！面白い！ 

～「あらかわエコジュニアクラブ」など、 

楽しみながら環境を考える機会を作ります。 
【あらかわリサイクルセンター】 

●文化・ 

スポーツ 
○スポーツを「する・みる・支える」場所へ 

～荒川総合スポーツセンターを、2020 年に 

リニューアルオープンします。 

○本があふれる！笑顔があふれる街に！ 

～身近な場所で本に親しめる「街なか図書館」を整備

するほか、公園と一体になった「新尾久図書館」 

の整備にも着手します。 
【荒川総合スポーツセンター 

(※イメージ)】 

 

●子育て・ 

教育 
○すべてのママの不安を解消するために 

～「宿泊型」に加え「日帰り型」の産後ケア事業を 

新設し、対象をすべての妊産婦に拡大します。 

○すべての子どもたちの笑顔のために 

～32 年度の区立児童相談所開設を目指して、 

準備を進めます。 

○待機児童の解消を目指して保育定員を拡大！ 

～国有地や鉄道敷地の活用等、多様な手法で、 

さらなる保育園の整備を促進します。 

○区のシンボルとして、さらなる魅力と輝きを！ 

～32 年度の「開園 70 周年」にあわせ、 

荒川遊園をリニューアルします。 

○被災した方や子どもたちの健康を守る！ 

～災害時に避難所にもなる、全区立小中学校の 

体育館に空調設備を設置します。(※モデル実施) 

【あらかわ遊園】 

●健康・福祉 ○聴覚障がい者のコミュニケーションを支援します！ 

～病院等への電話連絡の代行や、タブレット端末を 

活用した遠隔手話通訳サービスを導入します。 

○「銭湯」には効用がいっぱい！ 

～地域資源である「銭湯」を活用して、 

高齢者の生活の質の向上につなげます。 

●地域経済・ 

コミュニティ 
○タブレット端末で、外国人の生活をお手伝い！ 

～多言語対応タブレット端末を導入し、窓口対応 

だけでなく、ごみ出し等の日常生活の困りごと 

への支援も行います！ 

○来たれ！「起業家の卵」！ 

～セミナー実施や事業所賃料補助で、 

区内での起業・創業を支援します。

○荒川区で働く若者を応援！ 

～区内企業の若手従業員のスキルアップや企業間 

交流の機会を作り、若手の定着を支援します。 


